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3栗田充治先生略年譜
1947年 5 月 4 日　広島県広島市に生まれる
1970年 5 月　東京大学文学部倫理学科卒業（文学士）
1972年 3 月　同大学院人文科学研究科倫理学専修・修士課程修了（文学修士）
1972年 4 月〜1973年 3 月　都立千歳高等学校非常勤講師
1975年 3 月　 東京大学大学院人文科学研究科倫理学専修・博士課程退学（単位取得）
　　　 4 月〜1976年 3 月　日本学術振興会奨励研究員
　　　 4 月〜1983年 3 月　東京理科大学非常勤講師
1976年 4 月〜1982年 3 月　東京大学文学部助手
1982年 4 月〜1985年 3 月　亜細亜大学教養部講師
1983年 4 月〜1985年 3 月　横浜国立大学非常勤講師
1985年 4 月〜1990年 3 月　亜細亜大学教養部助教授
　　　12月〜1987年 3 月　放送大学非常勤講師
1990年 4 月〜2001年 3 月　亜細亜大学教養部教授
1992年 4 月〜1993年 3 月　熊本大学非常勤講師
1993年 4 月〜1997年 3 月　武蔵大学非常勤講師
2001年 2 月〜2011年 2 月　税務大学校関東信越研修所非常勤講師
　　　 4 月〜2018年 3 月　亜細亜大学国際関係学部教授
2002年 6 月〜2012年 3 月　文部科学省教科用図書検定調査審議会委員
2015年10月〜　亜細亜大学・亜細亜大学短期大学部学長
　亜細亜大学での担当科目
倫理学、テーマ研究・平和学、ボランティア論Ⅰ・Ⅱ、ボランティア・ワーク、
災害救援活動論、リーダーシップ論、街づくり未来塾Ⅰ・Ⅱ、教職課程科目（教
職現代社会、教育方法学、教職入門、社会科・公民科教育法Ⅰ・Ⅱ、道徳教育の
理論と実践）
4　学内の役職
学生委員長、教務委員長、入試委員長、スポーツ振興委員長等を歴任。哲学研究
会顧問、亜細亜大学ボランティアセンター顧問、硬式野球部副部長、硬式野球部
長。
　学外での活動
日本私立大学連盟大学問題研修運営委員会委員（2000年より副委員長）、同大学
問題研修企画委員会委員（2001年より副委員長）、東都大学野球連盟理事、日本
ボランティア学習協会理事（2000年より常任理事、2004年より副代表理事）、武
蔵野市民社会福祉協議会・ボランティアセンター武蔵野運営委員（2003年より副
委員長、2014年より委員長）、NPO法人武蔵野市NPO・市民活動ネットワーク理
事長、シニアネットむさしの代表、国立青少年教育振興機構・学生ボランティア
と支援者が集う全国交流集会企画委員、DANKAIプロジェクト理事長、武蔵野
市テンミリオンハウス事業評価委員会副委員長、日本学生支援機構優秀学生顕彰
選考委員、国立教育政策研究所・全国体験活動ボランティア活動総合推進センタ
ー・アドバイザー等を歴任。
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　著　書
1979年 2 月　『西洋哲学史』以文社（共著）
　　　 4 月　『思索の歴史』公論社（共著）
1980年12月　『近代人の原像 　 ルネサンスの倫理思想』弘文堂（共著）
1985年 6 月　『自助協力と平和 　 倫理学的考察』アジア書房出版部（単著）
1987年 5 月　『平和と倫理』アジア書房出版部（単著）
1988年11月　 『近代を支えた合理と不屈の精神（史伝健康長寿の知恵 3 ）』第一法
規出版（共著）
1991年11月　 『太田耕造の思想と教育』（亜細亜学園創立五十周年記念学術論文集
別巻）亜細亜学園（編著）
1993年 3 月　 『亜細亜大学の夢 　 太田耕造先生の夢を受け継いで』亜細亜学園
（編著）
　　　 4 月　『太田耕造全集第五巻（研究編）』亜細亜学園（編著）
1998年 3 月　 『大学授業改善のためのアイデア集 　 亜細亜大学版』亜細亜大学・
大学教育研究会（編著）
1999年 3 月　『シリーズ：大学の教育・授業を考える』日本私立大学連盟（共著）
　　　 6 月　 『学びが成り立つ関係づくり 　 TET教師学の実践と提言』アジア
書房（単著）
2000年 3 月　『英国の「市民教育」』日本ボランティア学習協会（共著）
2001年 2 月　 『大学とボランティア 　 スタッフのためのガイドブック』内外学
生センター（共著）
　　　 3 月　『ボランティア白書2001』日本青年奉仕協会（共著）
　　　12月　 『教育とコミュニケーション 　 教師学の魅力と実践』親業訓練協
会（編著）
2003年 9 月　 『豊かな体験が青少年を育てる 　 学校・地域・課程が連携・協力』
6全日本社会教育連合会（共著）
　　　11月　 『まあるい地球のボランティア・キーワード145 　 ボランティア学
習事典』春風社（編著）
2006年 3 月　 『多摩地域における新たな働く機会と場の創造 　 団塊の世代を対
象に』東京市町村自治調査会（編著）
2016年11月　『哲学中辞典』知泉書館（共著）
2018年 3 月　 『グローバル化のダイナミクスにおける政治・法・経済・地域・文化・
技術・環境』テイハン（共著）
　学術論文（単著のみ）
1975年 3 月　 「デューイ倫理思想における活動概念の形成 　 90年代を中心に」
日本倫理学会紀要『倫理学年報』第24集
　　　12月　 「行動と習慣 　 プラグマティズムの習慣論について」実存主義協
会編『実存主義』第74号
1981年12月　 「デューイにおける道徳教育論 　 非行問題と学校生活のあり方」
日本道徳教育学会紀要『道徳と教育』第229号
1983年 3 月　 「グリーン哲学との対決の様相 　 西田幾多郎に即して」亜細亜大
学言語・文化研究所紀要『東と西』創刊号
　　　 3 月　 「アダム・スミスの倫理学について 　 『道徳感情論』第 2 版・第 6 
版の改訂をめぐって」小倉志祥還暦記念論集『実存と倫理』（以文社）
　　　 4 月　 「女性の解放 　 J・S・ミルの家庭改造論」『現代のエスプリ別冊〈家
族とは家庭とは〉』 4「人間と家庭生活」（至文堂）
　　　 6 月　「バークリの視覚の哲学」亜細亜大学教養部紀要第27号
1984年 6 月　 「モリヌークス問題 　 バークリとコンディヤック」亜細亜大学教
養部紀要第29号
　　　 6 月　「民主主義と科学的精神」日本デューイ学会紀要第25号
1986年 6 月　 「慣習と道徳 　 いじめ問題への一視点」亜細亜大学教養部紀要第
33号
1988年 6 月　「広瀬淡窓『万善簿』について」亜細亜大学教養部紀要第37号
1990年 6 月　 「大学における倫理学の授業 　 大学教授法の改善のために」亜細
亜大学教養部紀要第41号
1990年 6 月　 「親業（PET）の『勝負なし』法とデューイ」日本デューイ学会紀
要第31号
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1991年10月　 「アダム・スミスにおける自然と社会」日本倫理学会論集26『イギ
リス道徳哲学の諸問題と展開』（慶応通信）
1996年 7 月　「ボランティアの倫理」同人誌『白壁』第11号
1997年 3 月　 「一芸一能入試と大学教育」『大学教育研究』第 6 号（亜細亜大学教
育研究会）
　　　11月　 「わたしメッセージ 　 教師の効果的な自己表現」日本道徳教育学
会紀要『道徳と教育』第296・297合併号
1998年 3 月　 「学ぶ者にふさわしい学習とは何か 　 教師学の展開」亜細亜大学
教育研究会報告書『大学教育研究』第 7 号
　　　 6 月　 「勝負なし法（教師学）は学校に民主主義を実現できるか」日本デ
ューイ学会紀要第39号
1999年 3 月　 「教師学TETと道徳教育」日本道徳教育学会紀要『道徳と教育』第
300号
2000年10月　 「ボランティア学習評価システムの構築について」日本ボランティ
ア学習協会研究紀要『ボランティア学習研究』創刊号
2001年 3 月　 「大学ボランティア授業とコーディネーション 　 ボランティア学
習コーディネーターの役割」『東京ボランティア市民活動センター
研究年報2000』
2005年 7 月　 「ボランティアと倫理 　 人はなぜボランティアをするのか」亜細
亜大学学術文化紀要第 7 号
2006年 4 月　 「地域に戻る団塊世代とコミュニティ」全国市町村国際文化研究所『国
際文化研修』第51号
2008年 7 月　 「教養教育とキーコンピテンシー」亜細亜大学学術文化紀要第12・
13合併号
2009年 7 月　 「大学における防災教育の意義と課題」亜細亜大学学術文化紀要第
15号
　　　 9 月　 「亜細亜大学『街づくり未来塾』で目指すもの」経済教育学会紀要
『経済教育』第28号
2010年11月　 「デューイの経験哲学とサービスラーニング」日本ボランティア学
習協会研究紀要『ボランティア学習研究』第11号
2011年 3 月　 「大学におけるサービスラーニング（ボランティア学習）」亜細亜大
学国際関係紀要第20巻
2014年 1 月　「防災教育から被災地学習へ」亜細亜大学学術文化紀要第24号
8　　　 9 月　「『反転学習』を考える」亜細亜大学課程教育研究紀要第 2 号
　　　11月　 「ウイリアム・ジェイムズ『戦争の道徳的等価物』」（試訳）日本ボ
ランティア学習協会研究紀要『ボランティア学習研究』第14号
2015年 1 月　 「ボランティアは偽善か 　 ボランティア学習を通じた変化のスケ
ッチ」亜細亜大学学術文化紀要第26号
2015年 3 月　 「ウイリアム・ジェイムズと1906年サンフランシスコ大地震」亜細
亜大学国際関係紀要第24巻第 1・2 合併号
2016年11月　 「亜細亜大学におけるFD活動」大学教育学会誌第38巻第 1 号（通巻
第73号）
2018年 1 月　「亜細亜大学の歴史と21世紀の大学像」亜細亜法学第52巻第 2 号
　学会発表（講演を含む）
1974年10月　「デューイと心理学」日本倫理学会第25回大会
1980年10月　「マキャベリのヴィルトウ概念」日本倫理学会第31回大会
1983年 9 月　 「アダム・スミスの倫理学について」日本イギリス哲学会関東部会
研究例会
　　　 9 月　 「民主主義と科学的精神」日本デューイ学会第27回大会シンポジウム
1984年 9 月　「デューイの道徳教育論」日本デューイ学会第28回大会
1988年 9 月　 「PET（親業）の“no-lose” method（「勝負なし」法）とデューイ」
日本デューイ学会第33回大会
1990年 9 月　 「アダム・スミスにおける自然と社会 　 sympathyとspectator」
日本倫理学会第41回大会共通課題研究発表
1997年 9 月　 「大人数授業で学生参加を促す法」大学セミナーハウス第14回大学
教員研修
　　　10月　 「『勝負なし法』（教師学）は学校に民主主義を実現できるか」日本
デューイ学会第41回大会
1999年10月　 「Effectiveness TrainingとService Learningへの道筋」日本デュー
イ学会第43回大会シンポジウム
2000年10月　 「世界はいまボランティア学習の時代 　 日本・英国・米国を比較
研究する」第 3 回全国ボランティア学習研究フォーラム・パネル討
論
2001年 2 月　 「大学教育とボランティア活動」内外学生センター「学生ボランテ
ィア活動支援・促進のための連絡競技の集い」パネル討論
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2003年 3 月　「災害とボランティア」第17期武蔵野市民防災大学
2005年 9 月　 「ケアマネージャーが楽になるコミュニケーション・トレーニング」
東京都介護支援専門員研究協議会第 6 回研修
2007年 5 月　 「災害ボランティアの必要性と課題」東京消防庁災害時支援ボラン
ティア講習
2008年 9 月　 「災害救援ボランティア論」小山内美江子国際ボランティア・カレ
ッジ
2009年10月　 「地域の介護支援専門員を支援するための課題解決に向けて」東京
都介護支援専門員研修・主任介護専門員フォローアップ研修
2010年 6 月　 「シニアの“品格” 　 ひとはなぜボランティアをするのか」武蔵野
市民社会福祉協議会・ボランティアセンター武蔵野「お父さんお帰
りなさいパーティ」
　　　10月　 「デューイの経験哲学とサービスラーニング」第13回全国ボランテ
ィア学習研究フォーラム
2016年11月　 「ボランティアをするということ 　 市民モラールを考える」第19
回全国ボランティア学習学会基調講演
2017年 3 月　 「亜細亜大学の個性を考える」大学基準協会第 4 回学長セミナー・
パネル討論「個性を活かす大学改革」
　　　 3 月　 「避難はなぜ難しいか 　 二つの大震災から学ぶ」武蔵野市地域防
災セミナー基調講演
2018年 3 月　 「避難はなぜ難しいか 　 宮城県名取市閖上地区2011年 3 月11日14
時46分〜15時55分の600人」武蔵野市地域防災セミナー基調講演
